
幻視される始原

鎌
倉
時
代
の
両
部
神
道
書
や
伊
勢
神
道
害
の
、
世
界
及
び
日
本
国
創
成

の
記
述
は
、
旧
来
の
神
話
記
述
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
、
仏
典
の
起
源

神
話
を
関
連
づ
け
た
り
、
原
初
の
状
態
を
密
教
や
禅
の
タ
ー
ム
で
説
明
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
の
冒
頭
は
、

蓋
し
聞
く
、
天
地
の
成
意
、
水
気
変
じ
て
天
地
と
為
る
と
。
十
方
の

風
、
至
て
相
対
し
相
触
れ
、
能
く
大
水
を
持
す
。
水
上
に
神
聖
化
生

す
。
千
頭
二
千
の
手
足
有
り
。
常
住
慈
悲
神
王
と
名
て
、
葦
網
と
為

す
。
是
の
入
神
の
膳
の
中
に
千
葉
金
色
の
妙
宝
蓮
花
を
出
す
。
其
の

光
大
明
な
る
こ
と
、
万
日
の
倶
に
照
す
が
如
し
。
花
の
中
に
人
神
有

り
、
結
珈
跣
坐
す
。
此
の
人
神
復
た
無
量
光
明
有
り
。
名
て
梵
天
王

と
日
ふ
。
此
梵
天
王
の
心
よ
り
八
子
を
生
ず
。
八
子
、
天
地
人
民
を

（１）

生
ず
る
也
・
此
を
天
神
と
名
く
。
亦
た
天
帝
之
祖
神
と
称
す
る
也
。

（２）

と
あ
る
が
、
既
に
先
学
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
「
大
智
度
論
』
巻
第
八
の
「
復

次
劫
尽
焼
時
一
切
皆
空
。
衆
生
福
徳
因
縁
力
故
。
十
方
風
至
相
対
相
触

能
持
二
大
水
一
・
水
上
有
二
一
千
頭
人
二
千
手
足
一
・
名
為
二
章
紐
一
・
是
人

膳
中
出
二
千
葉
金
色
妙
宝
蓮
花
一
・
其
光
大
明
如
二
万
日
倶
照
一
・
華
中
有
二
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幻
視
さ
れ
る
始
原

Ｉ
両
部
・
伊
勢
神
道
害
の
天
地
創
成
の
記
述

ｌ
中
世
神
道
書
に
お
け
る
天
地
創
成
説
Ｉ

人
結
珈
畉
坐
一
・
此
人
後
有
二
無
量
光
明
一
・
名
日
二
梵
天
王
一
・
此
梵
天
王

心
生
二
八
子
一
。
八
子
生
二
天
地
人
民
一
・
是
梵
天
王
於
二
諸
婬
順
一
已
尽
無

（３）レ余
」
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
（
原
典
は
『
雑
書
瞼
経
』
三
一
）
。
た
だ
、

右
の
傍
線
で
示
す
よ
う
に
、
原
文
の
「
章
紐
」
（
Ⅱ
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
）
を
「
葦

網
（
葦
牙
こ
と
表
記
し
、
ま
た
「
神
聖
」
の
語
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
『
日

本
書
紀
』
巻
一
冒
頭
の
記
述
と
接
続
す
る
。

ま
た
、
「
豊
受
皇
太
神
御
鎮
座
本
紀
』
の
、

皇
天
倭
姫
内
親
王
託
宣
し
て
の
た
ま
は
く
、
各
々
念
へ
、

ｉ割引珊懸卵Ⅲ１１天照太神悉く天原を治し、天統を耀かす。

・
・
・
…
蓋
し
聞
く
、
天
地
未
だ
剖
れ
ず
、
陰
陽
分
れ
ざ
る
以
前
、
是
を

混
沌
と
名
づ
く
。
万
物
の
霊
、
是
れ
封
じ
て
虚
空
神
と
名
づ
く
。
亦

た
大
元
神
と
日
ふ
。
亦
た
国
常
立
神
、
亦
た
倶
生
神
と
名
づ
く
。
荊

詞
捌
凋
剛
州
判
割
酬
創
剣
劇
伽
刷
１
割
肖
判
判
封
調
側
Ⅵ
１
計
卿
ｕ
矧
伽

綱
ｕ
１
故
に
広
大
慈
悲
を
発
し
、
自
在
神
力
に
於
て
、
種
々
の
形
に

現
は
れ
、
種
々
の
心
行
に
随
ひ
て
、
方
便
利
益
を
為
す
。
表
は
る
る

所
を
名
づ
け
て
大
日
雲
貴
と
日
ふ
。
亦
た
天
照
神
と
日
ふ
。
万
物
の

伊

藤

聡
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本
体
と
為
り
て
、
万
品
を
度
す
る
こ
と
、
世
間
の
人
児
を
母
胎
に
宿

（４）

すが如し。

の
傍
線
部
は
そ
れ
ぞ
れ
「
無
二
復
楜
刷
剴
倒
刎
剃
而
伺
。
身
光
転
滅
。
天
地

大
冥
。
婆
悉
庇
。
当
し
知
天
地
常
法
。
大
冥
之
後
必
有
二
日
月
星
像
一
現
二

（５）

於
虚
空
一
」
（
「
長
阿
含
経
』
第
六
「
小
縁
経
」
、
「
最
初
対
二
治
根
本
無
明
一
・

乃
至
最
後
対
二
治
滅
相
一
・
為
し
欲
四
簡
三
異
始
覚
般
若
悟
二
次
第
一
故
。
何

故
始
覚
背
し
凡
向
し
聖
。
上
上
去
去
為
二
次
第
一
転
。
随
染
本
覚
背
し
聖
向
し

（６）

気
鼠

刊
刊
剰
剰
為
二
次
第
一
転
。
」
（
親
摩
訶
荷
重
巻
第
三
）
、
ヱ

ハ
シ
メ
ヲ

独立二陰陽之首一、玄功ハ不号テ宰混成二天地之先一一一。

而莫レ測聿ト其終司妙一シ万物→而不レ知二其始→。希寵

（７）序
）
に
基
づ
く
。

は
、
部
若
愚
の
老
子
注
釈
で
あ
る
「
道
徳
真
経
直
解
」
巻
一
「
谷
神
不
死
、

是
謂
玄
牝
」
注
の
「
谷
以
喰
虚
、
虚
者
道
也
。
神
者
道
化
之
一
氣
、
乃
無

（９）

中
之
有
也
。
釈
氏
以
虚
神
謂
之
実
相
、
取
其
不
壊
為
義
」
よ
り
、
『
天
地

霊
覚
秘
書
』
の

さ
ら
に
、
『
三
角
柏
伝
記
」
の

蓋
し
天
地
開
關
の
首
め
、
水
気
の
中
、
清
濁
有
り
、

と
為
る
。
陰
陽
変
化
し
て
天
地
人
を
生
ず
る
な
り
。

虚
徹
霊
通
す
。
是
を
万
化
の
本
源
と

本
よ
り
是
れ
有
に
非
ず
、
無
に
非
ず
。

本
よ
り
一
物
有
る
こ
と
莫
し
。
虚
無
の
中
に
於
て
大
意
の
象
を
生
じ
、

古、 気象型や甲乎虚ンテ而有レ霊、一ニーンーァ而無し体。

ｎ
斗
蜀
判
剖
刺
日
無
の
中
の
有
な
り
。
尺
氏
、
虚
神
を
以
て
実
相
と
謂

是
を
刺
佃
。
ｕ
刺
淵
と
為
す
。
諸
神
の
本
地
と
謂
う
。

０

杳
冥
晄
惚
し
て
、
涯
際
を
測

覚背レ聖向し凡。

、「大象ハ無し形

先一一一。生二万物一

謝
謝
矧
淵
瑚
矧
糊

」
二
老
子
述
義
」

変
化
し
て
陰
陽

故
に
襯
削
固
個

は、禅籍である『圓悟心要』の「人人脚眼下本、有二此段大光明一、

鬮
徹
調
通
、
謂
二
之
本
地
風
光
一
」
（
上
「
示
胡
尚
書
悟
性
勧
善
文
」
）
、
「
此

道幽遼。極下於刃洲羽閃刑、生仏未も分。潤鯏翻詞、為二可悩む

刺訓。初非二有無一、不し落二塵縁一・偉偉曄嘩、勇剛釧潤掴叫。」（下

（Ⅲ）

「
示
黄
太
尉
鈴
轄
」
）
に
依
拠
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
神
話
を
再
構
成
す
る
試
み
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
中
世
神

道
書
の
テ
キ
ス
ト
制
作
者
は
何
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
か

る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
文
章
構
成
は
、
「
日
本
書
紀
』
冒
頭
の
一
節
が
、

『
三
五
暦
記
』
や
『
准
南
子
』
に
文
を
組
み
合
わ
せ
て
作
文
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
栃
佛
さ
せ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
別
の
典
拠
か
ら
抜
き
書
き
に

よ
り
、
『
書
紀
』
の
文
章
が
さ
ら
に
記
述
し
な
お
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

こ
の
作
業
を
偽
書
制
作
者
の
冥
い
熱
情
と
読
み
取
っ
て
は
な
ら
な
い
。
「
害

紀
』
と
仏
典
と
道
家
文
献
の
始
原
に
関
す
る
個
別
的
記
述
が
、
究
極
的
に

は
同
一
の
事
実
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
と
い
う
中
世
的
世
界
観
に
基
づ

く
確
信
が
背
景
に
あ
る
と
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
神
話
叙
述
が
綴
ら
れ
て
い
く
背
景
と
し
て
注
目
し

た
い
の
が
、
「
観
想
」
で
あ
る
。
「
観
想
」
と
は
、
仏
教
に
お
い
て
、
現
象

の
背
後
に
あ
る
真
実
を
、
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
感
得
す
る
方
法
で
、
浄
土

信
仰
に
お
け
る
浄
土
や
阿
弥
陀
仏
の
相
を
観
す
る
法
（
「
観
無
量
寿
経
」
）

を
は
じ
め
、
日
想
観
、
不
浄
観
、
阿
字
観
、
数
息
観
、
道
場
観
な
ど
あ
る
。

神
に
詣
で
る
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
た
ち
は
、
今
日
の
我
々
の
よ
う
に
単
に
神

る
こ
と
莫
し
。
本
と
是
れ
所
住
無
く
相
貌
無
し
。
而
に
柳
旬
刎
可
制

Ⅱ
、
曼
茶
羅
と
し
て
の
神
宮

０
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幻視される始原

前
で
拍
手
・
礼
拝
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
観
想
作
法
を
通
じ
て
、
神
の

背
後
に
仏
を
見
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

特
に
伊
勢
神
宮
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
地
上
に
出
現
し
た
両
部
曼

（旧）

茶
羅
で
あ
っ
た
。
十
一
世
紀
よ
り
起
こ
っ
た
天
照
大
神
Ⅱ
大
日
如
来
習
合

の
信
仰
二
真
言
付
法
纂
要
抄
』
）
は
、
東
大
寺
大
仏
と
天
照
大
神
の
同
体

説
を
生
み
出
し
（
「
東
大
寺
要
録
」
『
大
神
宮
諸
雑
事
記
乞
、
そ
の
後
に
起

こ
っ
た
東
大
寺
焼
亡
と
そ
の
再
建
事
業
を
き
っ
か
け
に
僧
徒
に
よ
る
参
宮

が
ブ
ー
ム
と
な
る
。
彼
ら
に
共
有
さ
れ
て
い
た
の
が
、
内
外
両
宮
か
ら
成

る
伊
勢
神
宮
を
、
胎
金
両
部
曼
茶
羅
と
見
立
て
る
こ
と
で
あ
る
（
内
宮
Ⅱ

胎
蔵
界
、
外
宮
Ⅱ
金
剛
界
）
・
そ
の
認
識
を
示
す
よ
く
知
ら
れ
た
例
と
し
て
、

自
身
も
参
宮
し
た
無
住
の
『
沙
石
集
」
巻
一
第
一
話
「
大
神
宮
御
事
」
の

以
下
の
く
だ
り
が
あ
る
。

…
内
宮
外
宮
ハ
両
部
ノ
大
日
ト
コ
ソ
習
伝
ヘ
テ
侍
レ
、
天
ノ
巌
戸
卜

云
ハ
都
率
天
也
、
タ
カ
マ
ノ
原
ト
モ
云
ヘ
リ
、
神
代
ノ
事
皆
由
有
ル

ニ
コ
ソ
、
真
言
ノ
意
ニ
ハ
、
都
率
ヲ
ハ
内
証
ノ
法
界
宮
密
厳
国
ト
コ

ソ
申
ナ
レ
、
彼
内
証
ノ
都
ヲ
出
テ
、
、
日
域
」
迩
ヲ
タ
レ
給
フ
、
故

二
内
宮
ハ
胎
蔵
ノ
大
日
、
四
重
曼
茶
羅
ヲ
カ
タ
ト
リ
テ
、
玉
カ
キ
、

水
カ
キ
、
ア
ラ
カ
キ
ナ
ン
ト
重
々
也
、
カ
ッ
ヲ
木
モ
九
ア
リ
、
胎
蔵

ノ
九
尊
ニ
カ
タ
ト
ル
、
外
宮
ハ
金
剛
界
ノ
大
日
、
或
ハ
阿
弥
陀
ト
モ

習
侍
也
、
然
ト
モ
金
剛
界
ノ
五
智
二
形
ト
ル
ニ
ヤ
、
月
輪
モ
五
ア
リ
、

胎
金
両
部
陰
陽
ニ
官
ル
時
、
陰
ハ
女
、
陽
ハ
男
ナ
ル
故
二
、
胎
ニ
ハ

八
葉
ニ
カ
タ
ト
リ
テ
、
八
人
女
ト
テ
八
人
ア
リ
、
金
ハ
五
智
ノ
男
二

（旧）

官
ト
リ
テ
、
五
人
ノ
神
楽
人
ト
イ
ヘ
ル
ハ
此
故
也
、

こ
こ
で
は
社
殿
を
取
り
巻
く
荒
垣
（
外
玉
垣
）
・
玉
垣
・
瑞
垣
の
構
成

が
四
重
曼
茶
羅
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
称
名
寺
に
伝
来
す
る
（
県
立

金
沢
文
庫
保
管
）
両
宮
曼
茶
羅
な
ど
で
は
、
社
域
全
体
を
曼
茶
羅
と
し
て

（脚）

構
成
、
中
心
に
本
殿
を
置
き
、
周
囲
に
別
宮
等
を
配
す
る
。

何
れ
に
せ
よ
、
参
詣
者
に
と
っ
て
神
宮
は
地
上
に
出
現
し
た
曼
茶
羅
世

界
そ
の
も
の
で
あ
り
、
社
域
を
歩
み
各
社
殿
の
前
に
至
る
行
為
は
、
曼
茶

羅
の
諸
尊
に
相
対
す
る
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
事
実
「
天
照
太

神
儀
軌
』
と
い
う
そ
の
具
体
的
方
法
を
教
示
し
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
そ

の
な
か
に
は
各
宮
の
前
で
結
ぶ
印
相
と
陀
羅
尼
と
利
益
が
次
の
よ
う
に
列

記
さ
れ
て
い
る
。

十
一
天
子
惣
印
、
三
古
形
。
皆
併
字
を
用
る
。
冗
併
娑
婆
訶
云
々
。

第
一
随
荒
天
〔
内
宮
・
荒
祭
宮
ｌ
引
用
者
注
、
以
下
同
〕
・
印
蓮
花
合
掌
。

十
一
と
同
印
を
作
る
な
り
。
兇
に
曰
く
、
但
弥
陀
尾
補
擢
藥
陛
娑
縛

訶
。
荒
き
悪
し
き
物
に
随
ひ
て
利
益
し
給
ふ
神
な
り
。

第
二
龍
宮
天
子
〔
内
宮
・
滝
原
宮
〕
。
上
印
の
ご
と
し
。
兇
に
曰
く
、

崎
尾
補
擢
尾
歴
隷
娑
縛
訶
。
内
外
所
望
叶
ふ
な
り
。

第
三
水
神
天
子
〔
内
宮
・
滝
祭
神
〕
。
印
、
前
の
如
し
。
兜
に
曰
く
、

崎
擬
好
哩
擬
哩
娑
縛
訶
。
智
恵
を
施
す
神
な
り
。

第
四
月
夜
天
子
〔
外
宮
・
月
夜
宮
〕
。
先
の
如
し
。
兇
に
曰
く
、
崎

惹
野
藥
陛
娑
縛
訶
。
悪
事
を
断
除
す
る
神
な
り
。

第
五
月
読
天
子
〔
内
宮
・
月
読
宮
〕
・
兜
に
曰
く
、
畔
縛
日
羅
入
縛

擢
藥
陛
娑
縛
訶
。
如
意
宝
を
与
ふ
る
神
な
り
。

第
六
伊
象
宮
〔
内
宮
・
伊
雑
宮
〕
。
兜
、
啼
識
底
識
訶
寧
娑
縛
訶
。

所
求
成
与
せ
し
む
る
神
な
り
。

第
七
伊
佐
奈
岐
宮
〔
内
宮
・
伊
佐
奈
岐
宮
〕
。
兇
に
曰
く
、
崎
塵
噌

華
縛
底
娑
縛
訶
。

第
八
高
宮
〔
外
宮
・
高
宮
〕
・
兜
に
曰
く
、
啼
薩
縛
幡
破
娑
縛
訶
。
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代
表
的
な
両
部
神
道
書
の
ひ
と
つ
に
空
海
に
仮
託
さ
れ
た
『
両
宮
形
文

深
釈
』
と
称
す
る
書
が
あ
る
。
伝
本
に
よ
っ
て
上
下
二
巻
本
と
上
中
下
三

巻
本
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
三
巻
本
に
よ
り
、
そ
の
構
成
を
説
明
し
て
お

く
。
先
ず
上
巻
は
「
両
宮
形
文
深
釈
巻
上
」
と
題
し
、
神
宮
の
秘
説
に
つ

い
て
記
述
さ
れ
る
。
橘
諸
兄
・
行
基
参
宮
讃
及
び
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
偶
頌
．

秘
歌
に
は
じ
ま
り
、
神
璽
之
起
、
日
月
宮
殿
（
内
外
宮
）
、
心
御
柱
、
智
木
、

鰹
木
の
秘
伝
に
及
ぶ
。
中
巻
（
二
巻
本
の
下
巻
）
が
「
神
代
本
縁
深
釈
巻

中
」
で
、
内
容
は
天
神
七
代
・
地
神
五
代
に
つ
い
て
の
秘
説
。
本
地
、
種

子
・
三
昧
耶
形
・
梵
号
、
金
剛
号
・
密
号
・
真
言
が
説
か
れ
る
。

そ
し
て
下
巻
が
「
神
法
楽
観
解
深
法
巻
下
」
、
こ
れ
が
神
前
で
行
う
「
大

神
法
楽
法
」
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
同
法
は
、
①
宝
殿
に
向
う
、

②
観
想
、
③
真
言
を
唱
え
る
、
④
『
天
地
八
陽
経
一
の
呪
を
調
う
、
⑤
「
大

胎
生
苦
を
助
く
る
天
子
な
り
。

第
九
並
宮
〔
内
宮
・
滝
原
並
宮
〕
。
兇
に
曰
く
、
崎
薩
識
々
雲
々
尼

〔深か〕

戌
達
寧
ソ
ハ
カ
。
慈
悲
除
く
広
き
神
な
り
。

第
十
興
玉
〔
内
宮
・
興
玉
宮
〕
。
兜
に
曰
く
、
崎
吉
里
々
々
縛
日
羅

ソ
ハ
カ
。
福
寿
を
与
ふ
る
神
な
り
。

第
十
一
風
宮
〔
内
宮
・
風
日
折
宮
〕
・
兜
に
曰
く
、
崎
傭
摩
里
々
々
々

（旧）

娑
縛
訶
。
飲
食
・
衣
服
を
与
ふ
る
神
な
り
。

神
前
で
は
、
こ
の
よ
う
な
結
印
・
念
謂
だ
け
で
は
な
く
、
観
想
を
中
核

と
す
る
、
よ
り
大
が
か
り
な
作
法
も
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
践
方
法
を

示
し
た
テ
キ
ス
ト
が
現
存
す
る
。
次
節
よ
り
そ
れ
ら
に
つ
い
て
具
体
的
に

見
て
い
き
た
い
。

Ⅲ
、
神
前
の
観
想
作
法

般
若
経
」
の
呪
を
調
う
、
⑥
道
場
観
、
の
順
序
で
行
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
観
想
す
る
箇
所
は
②
と
⑥
で
あ
る
。
ま
ず
②
の
本
文
を
掲

げる。観
想
せ
よ
。
実
相
真
如
宝
荘
厳
浄
土
、
其
の
中
に
【
畔
】
字
有
り
。

変
じ
て
金
剛
宝
股
と
成
る
。
宝
股
変
じ
て
風
気
と
成
る
。
風
気
転
じ

て
神
と
成
り
、
神
変
じ
て
生
と
成
り
、
生
転
じ
て
王
と
成
り
、
王
変

じ
て
仁
と
成
り
、
仁
転
じ
て
正
覚
正
智
と
成
る
。
正
覚
正
智
、
人
本

師
釈
迦
牟
尼
仏
、
三
千
世
間
教
主
大
導
師
也
。
本
地
真
如
之
都
に
帰

ら
ん
が
為
に
、
権
に
大
般
浬
藥
に
楽
し
み
給
う
と
雛
も
、
大
悲
差
ま

ず
、
遺
身
を
留
め
給
ふ
。
是
れ
真
実
の
宝
珠
也
。
是
れ
濁
世
末
代
神

（肥）

力
方
便
至
極
の
大
願
な
り
。

こ
こ
に
お
け
る
観
想
は
、
実
相
真
如
宝
荘
厳
浄
土
↓
畔
字
↓
金
剛
宝
股

（
金
剛
杵
）
↓
風
気
↓
神
↓
生
↓
王
↓
仁
（
人
）
↓
正
覚
正
智
↓
釈
迦
↓

遣
身
（
仏
舎
利
）
↓
宝
珠
と
展
開
す
る
。
神
前
に
お
け
る
作
法
で
あ
る
以

上
、
神
体
を
こ
の
よ
う
に
表
象
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
今
日
の
我
々
か

ら
見
る
と
奇
妙
に
感
ず
る
が
、
同
時
代
の
ほ
か
の
神
道
書
の
記
述
と
並
べ

る
と
、
ほ
ぼ
同
一
の
発
想
に
出
会
う
。

た
と
え
ば
、
『
心
柱
麗
気
記
」
や
『
天
地
麗
気
府
録
』
に
見
え
る
以
下

の
記
述
は
こ
こ
と
直
接
関
連
し
よ
う
。

此
の
杵
は
我
が
身
の
三
昧
耶
形
故
、
二
所
皇
大
神
宮
は
、
伐
折
羅
を

以
て
宗
と
為
す
。
伐
折
羅
は
独
股
、
独
股
は
心
肝
玉
、
玉
は
神
、
神

は
正
覚
の
理
、
理
は
法
界
一
如
、
一
如
は
真
正
覚
、
正
覚
は
心
御
柱
、

柱
は
心
王
、
心
王
は
大
日
、
今
両
宮
是
な
り
。
神
は
心
御
柱
、
柱
は

（〃）

則
ち
衆
生
成
仏
の
因
縁
、
法
界
縁
起
是
な
り
。

右
で
は
「
伐
折
羅
」
（
金
剛
）
ｌ
「
独
股
」
（
金
剛
杵
）
ｌ
「
心
肝
玉
」
（
宝
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幻視される始原

珠
）
ｌ
神
ｌ
正
覚
理
ｌ
法
界
一
如
ｌ
真
正
覚
ｌ
心
御
柱
ｌ
心
王
ｌ
大
日
如

来
と
、
連
想
的
に
伊
勢
両
宮
の
本
質
を
説
明
し
て
い
る
が
、
②
の
観
想
の

流
れ
と
極
め
て
類
似
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
な
表
象
の
連
鎖
は
、
伊
勢
両
宮
の
本
質
へ
接
近
し
よ
う
と
す

る
営
み
で
あ
る
が
、
と
同
時
に
、
始
原
の
世
界
を
観
想
の
中
で
幻
視
せ
ん

と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
前
出
『
大
和
葛

城
宝
山
記
』
に
は
、
先
と
は
別
の
箇
所
に
以
下
の
よ
う
な
天
地
開
關
の
記

述がある。

む
か
し

天
地
開
關
の
嘗
、
水
変
じ
て
天
地
と
為
て
よ
り
以
降
、
高
天
海
原

に
独
化
の
霊
物
在
り
。
其
の
形
葦
牙
の
如
し
。
其
の
名
を
知
ら
ず
。

か
み

爾
の
時
、
霊
物
の
中
よ
り
し
て
、
神
聖
化
生
す
。
之
を
名
づ
け
て
天

神
と
日
ふ
。
亦
た
大
梵
天
王
と
名
づ
く
。
亦
た
戸
棄
大
梵
天
王
と
称

す
。
天
帝
の
代
に
逮
び
て
、
霊
物
を
名
づ
け
て
、
天
瓊
玉
戈
と
称
す
。

亦
た
金
剛
宝
杵
と
名
づ
く
。
神
人
の
財
と
為
り
、
地
神
の
代
に
至
り
、

之
を
天
御
量
柱
・
国
御
量
柱
と
謂
ふ
。
弦
に
因
り
、
大
日
本
州
の
中

央
に
興
り
、
名
け
て
常
住
慈
悲
心
王
の
柱
と
為
す
。
此
れ
則
ち
正
覚

し
ん
の
み
は
し
ら

正
智
の
宝
に
て
坐
す
な
り
。
故
に
心
柱
と
名
づ
く
る
な
り
。
天

地
人
民
・
東
西
南
北
・
日
月
星
辰
・
山
川
草
木
は
、
惟
は
是
れ
天
の

ぬ
た
ま
ほ
こ

（旧）

瓊
玉
戈
の
応
変
、
不
二
平
等
の
妙
体
な
り
。

か

み

こ
こ
で
は
、
葦
牙
Ｉ
神
聖
１
戸
棄
大
梵
天
王
ｌ
天
瓊
玉
戈
（
Ⅱ
金
剛
宝
杵
）

ｌ
天
御
量
柱
・
国
御
量
柱
ｌ
常
住
慈
悲
心
王
ｌ
心
柱
と
い
う
順
序
で
、
原

初
に
お
け
る
神
性
の
生
成
の
継
起
が
記
さ
れ
る
。
②
に
も
か
か
る
起
源
論

的
含
意
が
あ
る
こ
と
は
、
金
剛
宝
股
↓
風
気
↓
神
と
い
っ
た
表
象
の
連
鎖

に
よ
り
窺
わ
れ
る
。
相
違
は
右
で
は
心
御
柱
に
収
數
さ
せ
て
い
る
の
に
対

し
、
②
は
舎
利
Ⅱ
宝
珠
を
最
後
に
置
く
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
心
御
柱
と

舎
利
Ⅱ
宝
珠
は
同
一
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
質
的
な
違
い
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

さ
ら
に
い
え
ば
こ
れ
ら
一
連
の
神
話
記
述
は
、
宇
宙
全
体
の
は
じ
ま

り
で
あ
る
と
同
時
に
、
我
ら
ひ
と
り
ひ
と
り
の
発
生
の
過
程
を
記
し
た

も
の
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
類
聚
神
祇
本
源
』
天
地
開
關
篇
に
引
用

ハ》ン○〆

さ
れ
る
「
宝
基
御
霊
形
文
図
』
に
「
天
地
開
關
基
、
在
二
大
光
明
一
・
其

中
有
二
精
気
一
・
名
日
し
神
、
亦
名
レ
心
。
爾
時
為
二
万
物
応
化
神
一
・
仮
名

（旧）

号
二
広
大
慈
悲
大
御
神
一
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
の
生
成
と
心
の
生
成

を
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
と
見
な
す
発
想
は
、
中
世
神
道
の
生
み
出
し
た
新
し

い
神
観
念
で
あ
っ
た
。

②
に
つ
い
て
も
、
「
実
相
真
如
荘
厳
浄
土
」
に
畔
字
を
観
想
し
て
い
る
が
、

畔
字
は
胎
金
大
日
（
法
身
）
の
表
示
で
あ
る
と
同
時
に
、
識
大
（
心
）
の

種
子
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
両
方
の
意
味
を
含
ま
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
法
身
仏
と
我
ら
凡
夫
の
心
が
一
体
の
境
地
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
次
い
で
、
そ
れ
が
法
身
仏
の
三
昧
耶
形
た
る
「
金
剛
宝
股
」
（
金
剛
杵
）

に
変
じ
、
さ
ら
に
風
気
か
ら
神
と
な
り
人
と
な
る
と
観
想
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
宇
宙
の
生
成
と
個
々
人
の
発
生
が
何
れ
の
法
身
仏
の
境
地
の
あ

ら
わ
れ
と
見
な
す
こ
と
に
よ
り
結
び
つ
き
、
仏
と
神
と
我
（
人
）
が
一
体

で
あ
る
こ
と
が
感
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
⑥
の
本
文
を
掲
げ
る
。

神
道
観

法
界
道
場
を
観
想
し
、
無
所
不
至
を
観
念
せ
よ
。
草
木
森
羅
は
真
如

の
道
場
な
り
。
無
窮
に
し
て
自
在
な
り
。
神
も
万
法
も
空
に
し
て
自

性
無
し
。
無
自
性
故
、
善
悪
無
し
。
無
善
悪
故
、
神
通
自
在
な
り
。

神
通
自
在
故
空
な
り
。
空
故
万
法
一
心
な
り
。
万
法
一
心
故
、
法
界
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と
我
身
と
一
心
な
り
。
一
心
故
無
作
心
源
な
り
。
亦
た
諸
法
は
無
願

無
染
故
、
非
情
草
木
も
仏
身
な
り
。
仏
身
故
、
法
身
微
細
身
も
五
大

所
成
な
り
。
虚
空
も
亦
た
五
大
所
成
な
り
。
草
木
も
亦
た
五
大
所
成

な
り
。
法
身
微
細
の
身
と
虚
空
と
草
木
と
、
一
切
無
所
不
遍
な
り
。

是
れ
虚
空
な
り
。
是
れ
草
木
な
り
。
即
ち
法
身
な
り
。
肉
眼
に
於
て

鹿
色
を
見
る
と
雛
も
、
草
木
は
仏
眼
に
於
て
は
微
細
の
色
あ
り
。
是

の
故
本
体
を
動
ぜ
ず
。
仏
を
称
え
妨
げ
無
き
故
、
五
智
転
じ
て
五
大

月
輪
を
成
る
。
月
輪
中
に
法
界
を
摂
す
。
法
界
は
五
智
な
り
。
五
智

の
種
子
【
バ
ン
・
ウ
ン
・
タ
ラ
ク
・
キ
リ
ー
ク
・
ア
ク
（
金
剛
界
五

仏
種
子
二
字
出
現
し
て
、
変
じ
て
五
神
通
と
成
る
。
水
珠
所
成
・

火
珠
所
成
の
日
珠
・
月
珠
の
御
正
体
是
れ
な
り
。
亦
た
【
ア
・
ア
ー
・

ア
ン
・
ア
ク
・
ア
ー
ン
ク
（
胎
蔵
界
五
仏
種
子
）
】
字
出
現
し
て
、

現
在
和
光
の
力
用
を
現
わ
る
。
是
れ
天
地
和
合
し
て
一
体
不
二
な
り
。

両
部
平
等
義
を
表
示
す
。
無
辺
法
界
の
有
情
、
五
輪
に
宿
る
。
神
は

二
十
五
神
な
り
。
二
十
五
神
に
各
二
十
五
神
あ
り
。
惣
じ
て
七
百
余

神
な
り
。
是
れ
金
剛
界
の
因
果
不
二
の
表
曼
茶
羅
な
り
。

豊
受
皇
太
神
の
本
誓
、
利
生
悲
願
の
課
す
る
所
な
り
。
亦
た
心
に
観

ず
る
こ
と
月
輪
の
如
し
。
若
し
軽
霧
中
に
在
れ
ば
、
霧
は
是
れ
水
な

り
。
水
は
即
ち
是
れ
智
な
り
。
故
に
知
霧
は
中
有
の
有
な
り
。
大
悲

を
表
す
る
は
中
有
の
智
な
り
。
智
法
身
は
定
恵
の
二
辺
に
有
り
。
水

を
以
て
之
を
職
へ
ば
、
澄
浄
な
る
は
是
れ
定
、
一
切
色
相
を
照
ら
す

は
是
れ
恵
な
り
。
密
教
の
説
く
所
、
定
辺
は
無
言
説
な
り
。
恵
辺
は
お
こ

言
説
有
り
。
水
は
澄
静
に
し
て
色
相
を
照
ら
す
。
然
し
て
願
行
風
て

波
浪
起
つ
。
波
浪
は
即
ち
声
と
作
す
。
是
れ
説
法
の
音
な
り
。
惟
れ

内
外
両
宮
は
、
言
説
教
を
離
れ
、
自
受
法
楽
せ
し
む
る
両
部
大
日
な

り
。
大
日
は
天
地
の
如
し
。
天
地
は
衆
生
を
生
む
。
衆
生
は
即
ち
一

切
有
情
非
情
四
大
六
大
の
掲
摩
和
合
の
大
身
な
り
。
最
初
の
一
念
に

依
り
、
凡
聖
相
ひ
分
る
。
凡
は
初
め
よ
り
念
有
の
有
な
り
。
無
の
無

な
り
。
聖
は
有
無
平
等
に
し
て
是
非
を
立
て
ず
。
迷
悟
二
無
く
、
動

転
無
し
。
動
転
無
き
故
に
、
金
剛
堅
固
な
り
。
是
れ
仏
身
為
り
。
仏

身
は
本
来
自
性
の
理
な
り
。
斯
の
理
は
智
を
以
て
照
ら
さ
れ
、
顕
現

を
得
。
故
に
神
明
の
世
間
に
出
生
し
給
ふ
。
是
日
月
所
化
の
菩
薩
の
（釦）

大
慈
大
悲
願
力
な
り
。
法
爾
眼
前
の
理
智
、
之
を
思
へ
之
を
思
へ
・

道
場
観
と
は
、
密
教
の
修
法
に
お
い
て
、
心
中
に
本
尊
の
道
場
を
現
前

さ
せ
る
観
法
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
伊
勢
神
宮
の
神
域
を
曼
茶
羅
と
見

立
て
て
お
り
、
内
容
か
ら
す
る
と
外
宮
を
以
て
金
剛
界
曼
茶
羅
と
感
得
す

る
方
法
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
草
木
（
非
情
）
と
神
と
我
身
（
心
）
と

仏
身
と
が
一
体
で
あ
る
こ
と
を
、
何
れ
も
五
大
（
地
・
水
・
火
・
風
・
空
）

所
成
な
る
こ
と
よ
り
始
め
、
さ
ら
に
そ
れ
を
法
界
の
境
地
と
し
て
月
輪
を

観
想
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
五
智
、
五
神
通
、
五
輪
と
連
想
を
進
め
て
金

剛
界
曼
茶
羅
に
至
る
。
外
宮
豊
受
大
神
は
、
内
宮
天
照
大
神
が
日
輪
に
配

さ
れ
る
こ
と
に
対
応
し
て
、
月
輪
に
関
連
づ
け
ら
る
と
よ
り
、
金
剛
界
Ⅱ

外
宮
と
見
な
す
こ
と
が
示
さ
れ
、
次
い
で
、
内
外
両
宮
に
押
し
広
げ
て
、

両
宮
の
本
体
た
る
両
部
大
日
は
、
衆
生
を
生
み
出
す
。
衆
生
は
凡
と
聖
に

分
か
れ
、
凡
は
有
無
格
別
で
あ
る
に
対
し
、
聖
は
有
無
平
等
で
、
迷
悟
な

く
、
動
転
（
変
移
）
な
い
。
こ
れ
が
仏
身
で
あ
る
。
本
来
自
性
の
理
で
あ

る
仏
身
が
、
智
の
力
で
現
世
に
顕
現
し
た
の
が
神
明
、
す
な
わ
ち
日
・
月

所
化
の
菩
薩
た
る
内
外
両
宮
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
想
を
通
じ
て
両
部
大
日
が
内
外
両
宮
と
し
て
、
こ
こ
に

存
在
し
て
い
る
こ
と
の
理
由
が
感
得
さ
れ
、
僧
徒
た
る
我
が
神
前
に
あ
る

-２４-
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「
神
法
楽
観
解
深
法
」
と
並
ん
で
、
神
宮
に
お
け
る
観
想
の
実
態
を
示

す
重
要
な
テ
キ
ス
ト
に
「
天
照
坐
二
所
皇
大
神
正
殿
観
』
が
あ
る
。
本
書

は
三
宝
院
流
の
勝
賢
（
二
三
八
～
九
六
）
が
守
覚
法
親
王
（
二
五
○

～
一
二
○
三
に
伝
授
し
た
と
さ
れ
る
『
野
決
』
と
総
称
さ
れ
る
秘
伝
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
『
野
決
』
が
勝
賢
か
ら
守
覚
へ
の
真
伝
で
あ
る
の
か
、

後
世
の
仮
託
で
あ
る
の
か
議
論
が
あ
る
が
、
そ
の
点
は
し
ば
ら
く
措
き
、

そ
の
本
文
を
示
す
。

卜

観
想
せ
よ
。
浄
法
界
中
に
大
日
本
国
金
剛
宝
柱
有
り
、
国
璽

こ
と
の
得
が
た
き
意
義
が
納
得
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

Ⅳ
、
観
想
を
通
じ
て
生
成
さ
れ
る
神
話

ｉ

。

下
【
阿
】
字
本
妙
蔵
摩
尼
珠
蓮
華
を
開
き
、
【
鎖
】
字
正
覚
本
有
不

生
玉
に
居
す
。
剣
刎
刺
Ｈ
矧
創
割
判
訓
掛
孤
劉
剛
到
１
川
矧
馴
調
１
測

酬判潮目矧叫剰到Ｊ幽封１阿潮鋼１鯏割恩剰封昌凶弓-州飼訓判

垣
叫
自
室
窪
吐
（
ａ
｝
つ
．

、
天
地
の
大
廟
、
数
多
の
宝
宮
を
興
て
て
、

神
宝
日
出
づ
る
時
（
ｂ

口
調
料
劇
画
傾
刎
到
剰
翻
馴
制
川
削
剥
剛
可
。
面
伽
鯏
制
湖
聞
釧
料
刈
引
ヨ

州
刎
討
謁
剰
劉
封
劉
目
１
刷
個
ヨ
ゴ
刷
刈
剥
劃
剛
１
刹
斗
１
日
生
摩
尼
と

月
生
摩
尼
と
、
天
地
を
照
ら
し
て
止
む
こ
と
無
く
、
内
外
を
徹
し
て

隔
て
無
く
、
四
方
欠
け
た
る
こ
と
無
く
、
上
下
余
る
こ
と
無
し
。
微

塵
中
に
転
法
輪
に
座
し
、
究
寛
窮
極
に
示
し
、
無
窮
無
念
に
乗
ず
。

手
に
流
鈴
を
取
り
、
口
に
甚
深
の
般
若
を
説
き
、
心
に
不
生
の
妙
理

を
観
じ
、
足
に
菩
提
の
妙
蓮
を
踏
み
、
畢
寛
空
寂
の
旨
を
談
ず
。
是

し
は
き

れ
諸
仏
万
徳
の
深
行
、
是
れ
諸
神
降
化
の
為
な
り
。
楜
制
矧
馴
引
調

仙伽挑恥１仙川削引馴荊柵州州胤削側珊瑚ｎＪＨＪ、天照坐一所

皇
大
神
宮
・
両
部
遍
照
如
来
は
、
十
仏
刹
微
塵
数
世
界
、
身
量
三
千

大
千
世
界
の
本
主
な
り
。
無
尽
無
余
一
切
衆
生
界
の
意
願
作
業
に
於

て
、
皆
悉
く
円
満
し
已
て
、
実
相
真
如
の
深
理
を
了
は
し
め
ん
と
欲

し
、
如
意
宝
珠
と
成
ず
。
宝
珠
、
衆
生
の
心
上
に
還
居
し
、
五
色
の

光
明
を
放
ち
、
五
部
の
微
細
法
を
説
く
。
此
れ
真
言
行
者
の
妙
術
な

り
。
風
雨
は
時
に
順
じ
て
太
平
、
萌
芽
は
節
を
得
て
開
敷
す
。
四
季

安
穏
に
、
国
中
安
寂
す
。
是
れ
菩
提
心
始
め
の
始
め
と
す
。
其
れ
菩

提
心
は
有
情
非
情
の
形
体
畠
鍍
・
阿
】
本
有
曼
茶
羅
な
り
。
故
に
【
鋼
『

詞
到
凶
制
刎
週
到
謝
馴
判
関
川
川
到
淵
到
叫
可
珂
劉
詞
網
剣
剛
荊
刈
封

上
有
頂
の
有
頂
に
及
び
、
下
無
間
の
無
間
に
至
る
。
塵
々
法
界
、
法

界
塵
々
、
在
々
処
々
、
至
ら
ざ
る
所
無
し
。
其
の
体
を
捨
て
ず
し
て

其
の
衆
に
交
り
説
法
す
。
二
所
内
外
両
宮
、
界
内
界
外
の
諸
別
宮
は
、

各
々
五
大
・
八
大
、
二
十
天
、
内
海
外
海
龍
王
衆
な
り
。
其
の
御
形

三
受
俵
楽
し
心
術
を
口

異
慰
外
護
の
神
威
を
”
”

変
じ
て
地
曼
茶
羅
胎
蔵
界
十
刹
聖
衆
と
成
り
、
天
地
和
合

利
の
聖
衆
と
成
り
子
変
じ
如
》
玉
珠
と
成
り

○

-２５-



特集・変成する言葉

を
大
梵
天
と
観
ず
。
其
の
形
は
、
摩
訶
盧
舎
那
の
本
地
、
御
正
殿
の
内
、

大
覚
大
悲
の
阿
字
床
に
座
す
。
御
舟
形
・
御
樋
代
に
光
明
の
妙
朱
を

い会
れ
交
り
、
之
に
鎮
座
し
奉
る
。
以
下
金
輪
聖
王
の
玉
体
安
穏
、
宝

ゆ
た
か

い
こ
の
た
ひ
ら
か
し
め
ぐ
み

昨
延
長
、
国
は
泰
に
人
は
蕃
ふ
・
平
等
平
等
惠
ま
し
ま
す
。
生
々

こ
ま
や
か
に
し
て
う
つ
く
し
ふ
あ
た
た
か
に
し
て
な
つ
か
し
ふ
や
は
ら
か
に
し
て
い
と
ほ
し
ふ
な
し
と
な
す
わ
さ

は

日

月

赫

変

、

和

光

、

為

々

、

き
ん
た
ち
も
と
り
あ
そ
び
の
み
つ
か
が
み

皆
是
れ
阿
褥
多
羅
三
謨
三
菩
提
、
神
達
仏
阿
日
大
鐙
な
り
。
是
の

（副）

如
く
観
じ
了
り
、
三
界
加
持
す
。

本
書
は
、
「
正
殿
観
」
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
神
宮
の
正
殿
の
前
で
行

う
も
の
で
、
そ
の
神
体
た
る
霊
鏡
を
観
想
す
る
作
法
で
あ
る
。
ま
ず
、
正

殿
の
床
下
の
心
御
柱
（
国
璽
天
御
量
柱
）
を
、
浄
法
界
中
に
天
御
量
柱
（
大

日
本
国
金
剛
宝
柱
）
と
観
ず
る
。
そ
こ
に
宝
殿
が
あ
り
三
種
神
器
・
十
種

神
宝
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
二
所
皇
大
神
が
天
下
を
治
め
た
当

初
に
使
用
し
た
武
具
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
よ
り
、
大
日
如
来
が
皇
大
神
両

宮
と
し
て
降
臨
し
た
原
初
を
観
ず
る
。
そ
の
姿
は
霊
鏡
で
あ
り
、
同
時
に

摩
尼
宝
珠
で
あ
り
日
・
月
と
し
て
天
下
を
照
ら
し
て
、
十
仏
刹
微
塵
数
世

界
に
遍
満
し
、
さ
ら
に
個
々
の
衆
生
の
心
中
に
も
還
居
し
て
菩
提
心
を
起

こ
さ
し
め
る
。
菩
提
心
は
鐙
・
阿
の
本
有
曼
茶
羅
で
、
銭
字
は
変
じ
て
金

剛
界
九
会
の
聖
衆
と
な
り
、
阿
字
変
じ
て
胎
蔵
界
十
三
院
衆
生
と
な
る
。

内
外
両
宮
と
諸
別
宮
は
そ
の
曼
茶
羅
世
界
を
構
成
す
る
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
神
殿
中
の
霊
境
を
観
想
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
大
日
如
来
の
こ
の
地
に

降
臨
し
た
宝
珠
で
あ
り
、
環
境
世
界
と
衆
生
の
内
的
世
界
に
遍
満
し
て
い

る
こ
と
、
内
外
両
宮
の
社
域
は
そ
の
曼
茶
羅
世
界
を
表
象
し
て
い
る
こ
と

を
感
得
す
る
の
で
あ
る
。

右
の
「
正
殿
観
』
の
記
述
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
字
句
表
現

が
、
複
数
の
両
部
神
道
書
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
示
す
。
対
応
す
る
箇
所
に
傍
線
部
を
付
し
た
。

（ａ）「仙宮秘文』
いつ異』菱ご

吾
れ
聞
く
、
以
代
皇
天
天
御
中
主
の
詔
命
を
承
け
、
天
皇
孫
尊
、
天

る
と
錐
も
、
化
度
の
方
便
に
同
じ
く
、

。

（Ｃ）「両宮本誓理趣摩訶術』

尺
四
寸
之
中
、
五
の
円
輪
の
思
影
亘
る
・
モ
ｒ
に
男
天
褐
剛
個
姻
朝
判
Ｊ
遇

ひ
、
降
伏
の
神
力
を
施
し
て
、
神
光
神
使
、
八
荒
に
駅
し
、
慈
悲
慈

あ
づ
か
り
し

お
ほ
ん
か
み

徴
、
十
方
を
領
よ
り
以
降
た
、
恭
く
も
大
神
、
外
に
は
異
神
教

の
儀
式
を
顕
し
、
内
に
は
仏
法
を
護
る
神
兵
と
為
る
。
内
外
詞
異
な

蓮
華
三
昧
の
道
場
に
入
り
、
大
清
浄
願
を
発
し
て
、
愛
慰
慈
悲
を
垂

ゆ
ゑ
む
か
し

所
為
に
嘗

る
に
天
瓊
玉
戈
を
以
て
、
最
長
と
為
し
て
国
御
量
柱
を
立
つ
る
な

陸胎帥ソＯ（ｂ）『中臣祓訓解』

と

も

天
地
と
与
に
以
て
長
存
し
、
日
月
と
将
に
久
し
く
楽
し
か
ら
ん
。

モ
大
日
縁
悪
業
衆
生
“
・
せ
ん
為
ｒ
｜
←
便
の
却
｝
凸
を
以
て
、

礼
・
天
衣
・
白
銅
鏡
皇
鯉
矧
の
類
引
弓
卸
当
ヨ
ョ
利
刃
函
の
刺

降
り
ま
し
ま
し
し
時
、

（Ｃ）「
一、内

仏
十
十
胞
卜
一
八
誼
不
プ
レ
圧
巳
融
髄
百

三
百
六
十
種
の
神
宝
有
り
○
所
諸
賢
呈
對
倒
似
蜘
瑚
淵
幽
判
刻
酬
玉
調
則

｜、
天
帝
釈
二
天
王
に
坐
す
。
Ｒ
下
閃
型
訓
州
用
１
羽
有
個
虫
１
副
詞

化
の
姿
を
現
じ
、
跡
を
閻
浮
提
に
垂

天
地
開
關
の
初
め
、
神
宝
日
出
づ
る
時

鬼
神
を
平
ら
げ
天
下
を
治
め
し
霊
異
の
物
、

神
は
則
ち
諸
仏
の
魂
、
仏
は

Ｚ

茨

も

府
璽
を
魔
王
に
請

法
界
法
身
心

０

用
ふ

-２６-



幻視される始原

．

『
内
殿
観
』
が
、
直
接
的
・
間
接
的
に
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
（
特
に
「
中
臣
祓
訓
解
」
が
参
看
さ
れ
て
い
る
可
能
性

は
極
め
て
高
い
）
。
中
世
神
道
書
の
神
話
記
述
は
、
こ
の
よ
う
に
観
想
と

い
う
実
践
行
為
と
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
日
本
書
紀
薑
旧
事
本
紀
』

等
と
儒
仏
道
の
神
話
的
諸
説
を
融
合
す
る
こ
と
で
成
っ
て
い
る
中
世
神
道

書
の
記
述
は
、
単
に
机
上
の
文
献
操
作
と
し
て
作
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
は

な
く
、
神
前
観
想
な
ど
で
表
象
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
多
様
な
文
献
と
の
往

還
の
な
か
で
文
章
化
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る。鎌
倉
時
代
、
伊
勢
神
宮
に
参
詣
し
た
僧
徒
は
、
神
前
で
結
印
読
調
し
っ

っ
、
殿
中
に
あ
る
神
鏡
を
表
象
す
る
こ
と
で
、
大
神
即
真
如
（
Ⅱ
大
日
如
来
）

な
る
こ
と
を
体
感
し
、
両
宮
と
別
宮
の
諸
神
を
胎
金
大
日
如
来
以
下
の
諸

尊
に
見
立
て
、
社
域
を
地
上
に
出
現
し
た
曼
茶
羅
世
界
と
感
じ
た
。
そ
し

て
現
前
す
る
空
間
に
つ
い
て
の
か
か
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
同
時
に
宇
宙
、
日

本
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
始
原
へ
と
時
間
的
に
遡
り
、
そ
れ
ら
が
一
体
な

る
こ
と
を
感
得
す
る
営
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
期
に
次
々
に
作
ら

奉
る
な
り
。
惟
れ
内
に
は
胎
蔵
界
に
通
じ
、
地
曼
茶
羅
と
現
ず
。
外

神
は
、
八
葉
開
花
し
て
座
す
。
亦
た
其
の
一
味
平
等
、
内
心
一
な
り
。

（
ｄ
）
『
両
宮
形
文
深
釈
」
上

あ
め
の
し
た
し
る
し
め
す

天
皇
御
宇
、
大
和
姫
皇
女
、
天
の
詔
命
を
承
け
、
梵
宮
を
移

し
て
、
造
二
伊
勢
内
外
両
宮
を
造
れ
り
。
造
体
一
な
り
と
錐
も
、
其

文
各
別
な
り
。
劃
朝
創
詞
剣
州
叫
１
到
対
調
謝
脚
判
嗣
詞
刎
Ｊ
剰
劉
ヨ
対

天
の
御
量
柱
を
黄
金
の
宝
座
に
囲
隼
圭
需
且
：
一
脚
形
を
棟
梁
口
調
Ｕ

両
部
曼
茶

：
０

れ
た
神
道
書
は
、
こ
の
よ
う
な
神
前
観
想
を
通
じ
て
幻
視
さ
れ
た
始
原
を

表
現
す
べ
く
作
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
群
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

注
（
１
）
原
漢
文
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
石
崎
文
庫
蔵
・
度
会
廷
佳
書

写
本
、
一
丁
オ
ー
ウ
。

（
２
）
上
妻
又
四
郎
「
中
世
仏
教
神
道
に
お
け
る
梵
天
王
思
想
」
二
寺
小

屋
語
学
・
文
化
研
究
所
論
叢
」
一
九
八
二
年
）
、
末
木
文
美
士
『
中

世
の
神
と
仏
』
（
山
川
出
版
社
、
二
○
○
三
年
）
六
三
～
六
六
頁
、

彌
永
信
美
「
中
世
神
道
Ⅱ
「
日
本
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
？
」
論
Ｉ
日
本

文
化
史
に
お
け
る
「
イ
ン
ド
」
」
（
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
蛆
『
大
乗
仏

教
の
ア
ジ
ア
」
春
秋
社
、
二
○
一
三
年
）
、
拙
著
『
中
世
天
照
大
神

信
仰
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
二
○
二
年
）
一
六
一
～
六
三
頁
。

（
３
）
『
大
正
蔵
』
二
五
、
二
六
頁
ａ
。

（
４
）
原
漢
文
。
大
神
宮
叢
書
『
度
会
神
道
大
成
前
篇
』
三
七
頁
。
高

橋
美
由
紀
「
伊
勢
神
道
の
成
立
と
展
開
」
（
大
明
堂
、
一
九
九
四
年

↓
改
訂
版
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
一
二
年
）
。

（
５
）
『
大
正
蔵
』
一
、
三
七
頁
Ｃ
・

（
６
）
『
大
正
蔵
』
三
二
、
六
一
九
頁
Ｃ
～
六
二
○
頁
ａ
。

（
７
）
逸
書
。
『
大
元
神
一
秘
書
』
（
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
伊
勢
神
道
集
」
、

五
二
九
頁
）
所
引
。

（
８
）
原
漢
文
。
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
両
部
神
道
集
』
三
六
六
頁
。

（
９
）
『
正
統
道
蔵
』
洞
神
部
玉
訣
類
亀
正
統
道
蔵
」
三
七
二
冊
）
。
拙

稿
「
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
」
（
苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・

末
木
文
美
士
・
田
尻
祐
一
郎
編
『
日
本
思
想
史
講
座
２
１
中
世
』
ぺ

り
か
ん
社
、
二
○
一
二
年
）

（
岨
）
原
漢
文
。
真
福
寺
善
本
叢
刊
「
両
部
神
道
集
」
三
八
一
頁
。

（
Ⅱ
）
『
続
蔵
経
』
一
二
○
、
七
四
○
・
七
四
四
頁
。
『
国
訳
禅
宗
叢
書
』
四
、
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（
喝
）
原
漢
文
。
真
福
寺
善
本
叢
刊
「
両
部
神
道
集
」
三
五
八
～
五
九
頁
。

術
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
一
部
省
略
し
た
。

（
肥
）
原
漢
文
。
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
両
部
神
道
集
寅
前
掲
）
四
四
五
頁
。

（
Ⅳ
）
神
道
大
系
「
真
言
神
道
（
上
こ
五
一
～
五
二
頁
二
心
柱
麗
気
記
」
）
、

（
Ｍ
）
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
形
成
過
程

一
九
六
四
年
）
二
九
七
～
三
○
三
頁
。

（
Ｂ
）
慶
長
古
活
字
本
二
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
索
引
ｌ
影
印
篇
」

（
岨
）
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
著
「
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
（
前

掲
）
六
九
～
七
七
頁
参
照
。

五
五
・
六
○
頁
。
小
川
豊
生
「
中
世
神
学
の
メ
チ
エ
ー
『
天
地
霊
覚

秘
書
』
を
読
む
」
（
錦
仁
・
小
川
豊
生
・
伊
藤
聡
編
。
偽
書
」
の
生

成
」
森
話
社
、
二
○
○
三
年
）
、
同
「
十
三
世
紀
神
道
言
説
に
お
け

る
禅
の
強
度
ｌ
「
中
世
神
学
の
メ
チ
エ
」
続
稿
」
（
『
文
学
」
六
’
六
、

八～九頁）

二○○五年）。

一
四
四
頁
二
天
地
麗
気
府
録
ご
・

注
（
１
）
前
掲
書
、
三
丁
オ
ー
ウ
。

『
度
会
神
道
大
成
」
前
篇
、
五
○
六
頁
。

原
漢
文
。
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
両
部
神
道
集
」

原
漢
文
。
同
右
、
四
五
一
～
五
二
頁
。

原
漢
文
。
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
両
部
神
道
集
」

原
漢
文
。
神
道
大
系
『
中
臣
祓
註
釈
」
三
頁
。

原
漢
文
。
『
弘
法
大
師
全
集
一
五
、
二
二
○
頁
。

原
漢
文
。
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
両
部
神
道
集
』

『
真
言
密
教
形
成
過
程
の
研
究
」
（
山
喜
房
仏
書
林
、

五、二二○頁。

『両部神道集」
四
三
五
頁
。

四
○
一
頁
。

四
四
六
頁
。
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